
｢血糖値の至適制御を可能にする

Ｎｅｔ－ＳＭＢＧシステムの開発｣

経済産業省 地域イノベーション創出研究開発事業（平成２０～２１年度）

【 研究開発共同体 】

Advanced Diabetes Management
【SMBG Data はもっと有効活用できる】

背景

解決すべき課題

Net-SMBGシステムで解決

(財)ふくい産業支援センター 、日本糖尿病情報学会 、福井大学 、

ミテネインターネット(株) 、三谷商事(株) 、(株)ブリッジメタウェア

お問合せ先： ミテネインターネット株式会社 tel.0776-20-3195 Net-SMBG担当

１）複数機種のＳＭＢＧデータを標準化して、診療に直ぐ活用することができる。

※本システム対応の血糖自己測定器4社で国内販売シェア約80%を網羅（内部調査）

２）煩雑な操作が不要で、ＳＭＢＧデータを簡単且つ正確にファイル化できる。

３）診察室での素早いデータ解析により、効率的に診療へフィードバックできる。

Value for Money：SMBGに要する医療費（1000億円/年）は増加傾向

１）ＳＭＢＧ機器が多機種にわたり互換性がないため、臨床現場での活用を妨げている。

２）ＳＭＢＧは、患者側の負担（経費・穿刺痛・煩雑さ・心理的ストレス）を引き起こしている。

３）患者さんへのＳＭＢＧデータのフィードバック体制が不十分である。




